
文章に表れているものの見方や考え方に、体験を関連付けて自分の考えをもつ指導の工夫 

 

【松伏町教育委員会】 

 

１ 学校、学年、教科  中学校、第２学年、国語科 

２ ねらい 「自分の考えをもたせる」指導の工夫 

３ 具体的な工夫・改善 

(1)単元を貫く言語活動の設定と生徒に学習の見通しを持たせる。 

※本単元では、「登場人物『お父さん』の描写から人物をつかみ、「きずな物語」

を創作する。」こと。 

 

 

(2 )  自分の体験を思い出す。 

物語「盆土産」（三浦哲郎）・随

筆「字のないはがき」（向田邦子）

に共通しているテーマ「家族のき

ずな」について、「思い出シート

（おもいだしーと）」を使って、

項目ごとに思い出させる。 

※このシートの内容が、創作を

する際の種になる。 



(3)１枚ポートフォリオ形式の「学習ふりかえりシート」での変容の自覚 

 生徒が「思い出シート」で

思い出した自分の体験をもと

に、作品の登場人物「お父さ

ん」を登場させて、創作した。 

 その毎時間の最後に、右の

「学習ふりかえりシート」に

学習内容と感想を書かせた。

また、学習の前後で、同じ内

容「きずな」についての質問

をしたことから、生徒は、自

分の家族とのきずなを考えな

がら、重ねながら学習をし、

深めていたことが自覚でき

る。 

 右の生徒は、 

① 「家族のきずな」につい

て→ふだん「あたりまえ」

に思っていることや、し

てもらっていることは、

家族のさりげない優しさ

に助けられてできている

ことだと気付いた。 

② 「作品からわかるきずな」

について→この作品は、

「父と子だけの親子のき

ずな」と考えていたが、

「家族」だと思った。 

③ 「単元を終えて」について→「家族のさりげない優しさに感謝し、生活していきたい。」 

と学習後に変容が見られた。 

 

４ 取組の成果 

「家族とのきずな」について、自分の体験や経験を、創作「きずな物語」の種とする

ことができた。生徒は自分の体験や経験を用いることで、意欲的に取り組めた。また、

あくまで「物語（フィクション）」を書く点、「お父さん役」として登場させる点を強調

して提示したため抵抗なく取り組めた。学習後、「きずな」に対しても、自分の考えをも

つことができた。 


